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明
日
園
防
的
重
工
業
確
立
の
要
請
三
そ
の
基
盤

石

国

興

平

tま

し

が

き

本
筒
日
、
軍
者
げ
か
平
革
糟
胡
川
中
円
満
洲
金
融
制
消
の
肝
究
に
於
け
る
「
岡
防
融
持
の
計
書
的
建
設
と
金
融
制
怖
の
並
民
」
主
題
す
る
部
分
自
捕
前
「
現

代
満
洲
開
神
、
と
間
投
金
崎
の
根
本
的
性
格
」
の
う
ち
の
怖
を
な
す
も
の
で
、
そ
の
格
問
の
目
的
と
す
る
所
は
、
満
洲
に
於
け
る
新
し
き
間
博
開
設
の

峰
史
的
性
怖
を
明
恥
に
し
、
か
‘
る
縄
開
閉
資
が
何
放
に
怖
か
イ
ヶ
年
同
に
六
十
位
に
遅
さ
勉
大
在
封
滴
投
資
を
品
提
と
せ
正
る
を
得
な
ト
っ
た
か
を

花
束
満
州
開
祖
仰
の
検
討
と
の
関
聯
に
於
て
明
確

t
ら
し
め
ん
と
十
る
に
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
目
的
達
成
町
包
め
に
は
、
本
怖
の
抗
接
問
題
と
せ
る

{
一
)
新
し
き
鰹
間
開
設
の
性
格
と
そ
の
直
接
的
指
躍
を
な
ナ
従
誕
の
満
洲
重
工
業
の
賢
建
の
桂
皮
及
び
性
格
の
解
明
並
び
に
そ
の
新
建
設
へ
白
寄
奥
力

町
地
討
の
μ
庁
、
更
に
士
一
}
毘
世
相
怖
を
根
幹
と
す
る
か
陀
事
満
州
問
悼
の
性
格
と
そ
の
親
建
設
へ
の
帯
輿
カ
を
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
〈
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
封
滴
投
資
と
の
閥
聯
に
於
て
問
題
と
さ
れ
て
来
た
在
事
満
洲
臨
済
白
資
本
蓄
積
力
乃
至
本
源
的
責
本
蓄
積
カ
と
構
せ
る
る
ふ

も
町
、
本
間
を
持
く
こ
と
が
出
来
る
と
考
へ
る
。
併
し
、
紙
面
の
柿
A
M
U

上
、
士
一
)
の
農
業
経
怖
を
担
幹
と
す
る
在
高
純
関
白
性
格
と
そ
の
新
建
設
へ
の

寄
興
力
円
検
討
は
、
之
を
割
愛
し
そ
の
資
去
を
他
日
に
誰

υ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
一
言
じ
て
世
〈
。

現
代
の
満
洲
経
内
は

二
百
を
以
て
い
ふ
た
ら
ば
、
建
国
前
の
謂
は
ば
多
占
植
民
地
的
た
り
し
後
れ
た
満
洲
在
来
経
済
白
基
盤
白

ト
し
に
、
興
曜
印
民
族
協
和
の
歴
史
的
使
命
活
成
を
目
的
と
し
て
、
闘
防
経
品
川
的
草
工
業
主
ば
、
日
潟
両
国
の
協
力
に
よ
り
て
、
意
志

的
計
理
的
に
建
設
せ
ん
と
す
る
国
防
的
図
民
経
消
で
あ
る
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
。

建
間
前
の
泊
四
き
浦
洲
経
済
は
、
諸
民
族
に
よ
っ
て
、
多
占
的
に
、
従
っ
て
、
角
逐
を
苧
み
つ
t
A

も
相
互
煤
A
T
的
に
形
成
さ
れ
た
駄

満
洲
に
於
け
る
園
防
的
重
工
業
確

ι

立
白
要
請
k
そ
白
基
盤

第
五
十
八
巻

cli 

A
W
四
説

五
五



満
洲
に
於
け
る
開
防
的
重
工
業
確
立
白
要
請
と
そ
白
芯
盤

に
根
本
的
特
色
を
有
す
る
。
郎
ち
、
清
朝
中
期
以
降
遁
度
モ
畑
へ
た
支
那
民
族
の
自
然
的
植
民
に
よ
る
満
洲
農
業
の
形
成
、

第
五
十
八
巻

五
三
回

五
六

第
四
腕

ロ
シ
ア

の
山
県
克
侵
略
を
目
指
す
対
満
点
V
図
主
義
治
動
、
更
に
こ
の
侵
略
を
防
衛
し
、
興
亜
の
歴
史
的
使
命
主
投
ム
日
本
民
族
の
南
満
例
経
替

等
、
こ
れ
ら
夫
々
歴
史
的
運
命
乃
玉
使
命
を
異
に
せ
る
所
の
、
従
っ
て
叉
そ
の
角
遂
を
兎
れ
な
か
っ
た
所
の
y
諸
民
族
の
荷
動
に
よ

り
、
い
は
y
多
占
的
に
、
而
も
相
互
媒
介
的
忙
閲
獲
さ
れ
、
形
成
さ
れ
て
来
た
貼
に
、
建
き
湖
洲
経
岨
川
の
特
異
な
る
性
格
の
根
源
が

あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
如
き
諸
民
族
の
角
淫
を
や
む
多
占
柿
民
地
的
た
活
き
満
洲
経
済
が
、
建
国
と
共
に
、
興
亜
の
歴
史
的
使
命
を
捻

ム
日
本
民
族
の
挺
身
的
負
荷
の
下
に
、
興
豆
町
民
族
協
和
の
問
防
的
岡
民
経
済
と
し
て
進
ん
で
来
つ
t
A

あ
る
と
と
は
、
こ
れ
文
、
歴

史
的
必
定
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

抑
三
近
代
位
旧
作
史
の
進
展
は
、
東
亜
に
川
附
す
る
限
り
、
貨
に
欧
米
に
よ
る
束
斑
佼
略
と
い
ム
形
を
と
り
、
こ
の
過
程
に
於
て
、
東

亜
の
灼
ど
が
欧
米
の
州
民
地
乃
至
牢
植
民
化
す
る
に
主
っ
た
。
こ
の
問
、
欧
米
の
来
亜
侵
略
を
最
後
に
喰
止
め
る
こ
と
の
出
来
た
の

は
佐
山
に
日
本
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
、
日
本
は
自
己
存
立
の
矯
め
に
も
、
自
ら
ア
ジ
ヤ
を
防
衛
せ
ね
ば
在
ら
や
、
従
っ
て

欧
米
の
侵
略
を
排
除
し
つ
ミ
ア
ジ
ヤ
を
興
す
と
と
は
、
之
を
針
象
的
に
見
れ
ば
日
本
に
課
せ

ιれ
た
歴
史
的
運
命
で
あ
り
、

X
之
を

主
閥
的
に
見
れ
ば
、
禁
固
の
精
川
よ
り
し
て
営
然
日
本
の
拾
は
ね
ぽ
た
ら
な
い
歴
史
的
使
命
で
あ
る
と
い
ふ
己
と
が
出
来
よ
う
。
更

に
文
夫
現
を
換
へ
る
な
ら
ば
、
欧
米
の
東
亜
侵
略
と
し
て
展
開
し
た
近
代
昨
界
史
が
必
然
的
に
右
の
如
き
歴
史
的
運
命
乃
至
使
命
を

日
本
に
拾
は
せ
、
こ
iλ

に
慌
川
日
本
を
中
核
と
す
る
興
亜

ω
世
界
戸
史
的
犬
運
動
の
展
開
を
招
〈
に
王
り
、
か
く
て
限
界
史
の
刺
換
が

透
げ
ら
れ
つ

L
あ
る
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

日
清
戦
守
も
又
同
還
を
晴
し
一
戦
ひ
抜
い
六
日
露
械
争
も
こ
り
帥
酬
に
添
ふ
て
そ
の
正

し
い
歴
史
的
意
義
を
了
解
ず
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
満
洲
事
場
及
び
之
忙
紋
〈
満
洲
建
国
も
と
の
興
亜
の
世
界
史
的
大
運
動
白
必
然

的
現
は
れ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
こ
の
世
界
史
的
動
向
は
支
那
事
境
を
経
て
大
東
兎
戦
争
と
な
る
に
及
ん
で
愈
と
明
砿
な

ζ 白黙に闘する詳細な開究はili:( r満洲鰹情循環D 多占植民地的形成」白題目

下に公表したいと寺へる。
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安
を
と
っ
て
来
だ
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
〈
て
こ
i
A

忙
述
ぷ
ろ
所
の
剛
一
斑
の
大
運
動
は
、
欧
米
の
東
班
侵
略
が
東
亜
従
っ
て
日
本
の
生
命
的
存
立
及
び
賞
展
を
問
害
ぜ
ん

と
す
ろ
所
に
、
怖
桝
日
本
の
生
命
的
妥
動
と
し
で
展
開
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
昨
界
史
陀
卸
し
て
い
へ
ば
、
近
代
附
界

史
の
自
己
否
定
と
し
て
の
現
代
限
界
史
へ
の
時
換
を
註
味
し
、
之
を
八
紘
震
字
の
望
闘
精
神
に
印
し
て
い
へ
ば
、
一
止
に
を
の
世
界
史

内
閣
瀬
主
意
味
す
る
と
い
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
。

而
し
て
己
恒
見
直
の
歴
史
的
大
運
動
が
東
亜
侵
略
図
及
び
之
に
運
た
る
国
々
の
燭
烈
な
る
捉
抗
を
排
除
す
る
己
と
な
い
に
行
は
れ

得
た
い
こ
と
は
日
清
明
争
以
来
犬
東
覗
戦
争
に
至
る
歴
史
が
之
を
雄
日
川
に
物
語
っ
て
居
り
、
満
洲
建
国
が
何
故
に
あ
れ
士
で
の
防
害

世
加
喰
を
受
け
ね
ば
友
ら
九
な
か
っ
た
か
と
一
古
ふ
こ
と
も
己
の
拙
か
ら
容
易
に
了
解
す
る
と
と
が
出
来
る
。
こ
の
己
と
は
叉
満
洲
図
が
日

本
の
闇
防
的
再
編
成
と
共
に
何
上
り
も
高
度
聞
防
問
家
と
し
て
問
成
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
主
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
満
抑
制

閣
と
し
て
の
新
し
い
経
済
の
形
成
が
閲
防
経
済
的
建
設
と
し
て
現
は
れ
た
所
以
も
ま
た
己

L
に
あ
る
と
い
は
ね
ば
た
ら
在
い
。

所
で
欧
米
の
東
亜
侵
略
は
、
東
亜
諸
民
族
の
分
裂
の
誘
裂
と
そ
の
利
用
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
に
反
し
、
興
亜
の
歴
史
的
大
運
動
は

貨
に
東
東
諸
民
族
の
協
和
江
於
て
始
め
て
可
能
た
の
で
る
る
。
ま
た
民
族
は
歴
史
聖
一
括
品
、
歴
史
主
創
り
つ
L
自
己
を
形
成
す
る
と

い
ひ
得
る
と
せ
ば
、
東
亜
の
諸
民
族
は
犬
東
豆
の
形
成
に
於
て
東
辺
氏
族
と
し
て
結
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
興
亜
は
民
族
協

和
を
媒
介
と
し
又
民
族
協
和
は
興
亜
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
興
亜
の
大
運
動
は
、
賓
に
興
暗
部

大
東
山
M

民
族
協
和
の
世
界
史
的
大
運
動
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
之
ら
た
い
。
満
洲
の
建
聞
は
意
識
せ
る
と
否
と
に
拘
ら
中
興
亜
的
建
園

で
あ
り
、
こ
の
闘
に
於
て
民
族
協
和
が
園
口
正
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
の
も
貨
に
右
の
如
雪
歴
史
的
民
理
の
現
は
れ
と
い
は
ね
ば
た
ら

在
い
。

揃
洲
に
於
け
る
閣
助
的
重
工
業
確
立
白
要
請
と
そ
の
忍
盤

第
五
十
八
巻

五
三
五

嬉
四
掠

豆
七



浦
湖
に
於
け
る
閥
的
的
重
r
占
禁
確
立
の
裏
取
岬
と
そ
白
茶
盤

係
五
十
八
巻

克
一
一
一
六

第
四
揖

ヨ正
ノL

出
来
よ
う
。
而
弘
、

かー二一
Z
A味
よ
於
て
、
新
し
き
満
洲
経
済
は
興
明
却
民
族
協
和
の
揃
防
的
剛
氏
経
仰
と
し
て
形
成
さ
れ
つ
t
A

あ
る
と
い
ふ
こ
と
が

と
の
興
唱
由
民
族
協
同
心
昨
界
史
的
大
運
動
に
於
て
、
日
本
が
そ
の
中
筏
的
挺
身
的
措
話
者
た
?
の
運
命
乃
至
使

九
叩
を
ば
、
貨
に
惜
別
作
史
そ
の
も
の
に
土
っ
て
姶
は
さ
れ
て
来
た
と
い
ふ
こ
と
は
主
活
せ
る
所
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ぽ
、
滞

洲
凶
の
桂
川
四
に
於
て
、
更
に
主
一
問
そ
の
国
防
経
済
的
建
設
に
於
て
日
本
民
族
が
中
綾
的
挺
身
的
責
務
を
拾
首
し
、
叉
日
本
が
資
本
主

詩
的
に
は
創
A

ろ
却
解
し
得
ざ
る
也
大
左
犠
牲
を
姉
っ
て
来
町
瑚
山
川
も
、
と
の
粘
か
ら
始
め
て
無
州
在
く
理
解
す
る
と
と
が
阿
古
取
る
で

あ
ら
う
。

か
〈
て
満
洲
岨
の
閥
防
的
経
済
建
設
は
、
買
に
日
本
を
中
俣
と
す
る
興
唱
同
防
経
済
の
形
成
在
る
要
請
の
下
に
、
而
も
日
本
の
挺

身
的
負
怖
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た
貼
に
、
根
本
的
た
特
色
を
釘
す
る
。
こ
れ
は
上
述
の
知
〈
、
日
本
が
興
強
的
国
防
経
済
建
設
の

中
俣
的
投
首
者
た
ら
ざ
る
を
得
泣
い
歴
史
的
使
命
に
法
〈
と
共
に
他
十
点
そ
の
建
設
の
嶋
崎
山
と
た
れ
る
柑
洲
在
来
経
済
が
そ
の
多
占
前

民
地
的
な
り
し
性
怖
の
此
に
、
新
し
き
建
設
へ
の
寄
胆
(
力
に
強
し
き
限
界
を
布
し
で
居
た
貼
に
も
山
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
己
れ
を

正
岡
に
い
へ
ば
、
上
辿
の
加
を
珂
向
に
北
〈
興
司
的
同
防
終
消
硝
Li.0
歴
史
的
必
市
川
忙
却
し
、
そ
の
北
山
町
川
た
る
点
来
経
怖
の
寄
興
力

に
於
け
る
持
し
き
限
界
の
此
虻
、
新
日
也
設
的
投
資
の
犬
竿
は
之
を
謝
外
に
依
作
せ
ざ
る
を
仰
な
か
っ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
建

設
白
血
(
曜
凶
防
的
性
怖
の
郊
め
、

m
(
d
M四
防
の
中
一
絞
的
措
怜
者
た
る
日
本
に
於
て
之
を
負
荷
せ
ざ
る
を
符
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

史
に
満
洲
閣
の
新
し
き
経
怖
は
、
留
に
述
べ
た
如
く
興
司
郎
氏
族
協
和
の
同
防
叙
桝
確
立
を
そ
の
歴
史
的
使
命
と
す
る
が
此
に
、

岨
(
叫
閣
防
の
中
般
的
ド
-
憾
の
刊
鴨
的
要
古
川
に
従
は
心
げ
た
ら
十
、
従
っ
て
そ
の
内
問
的
指
導
を
不
可
快
と
す
る
。
ま
た
興
張
問
削
防
の

安
清
ナ
』
心
岡
防
的
市
工
程
閉
廷
を
ぽ
、
丘
北
市
開
恥
消
の
広
し
ぐ
後
れ
「
た
山
山
田
川
に
も
灼
ち
ゃ
、
作
酬
明
の
要
求
す
る
科
度
と
涼
一
度
に
於
て
、

資
本
交
的
採
算
主
砲
え
で
も
之
を
賓
現
せ
心
ぽ
左
ら
去
か
っ
た
。
さ
れ
ば
、

己
心
開
設
を
ば
、
ひ
た
す
ら
投
資
の
安
全
と
利
潤
の
桜



占
へ
を
い
ぷ
め
る
資
乍
正
義
的
自
然
経
消
に
委
ね
る
と
と
を
件
、
一
子
、
閣
家
主
中
心
的
主
悼
と
す
る
意
志
経
済
と
し
て
計
蕎
綬
怖
を
ば
強
力

に
之
を
貨
施
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た

J

満
洲
闘
の
J

所
し
き
一
経
枠
建
設
が
中
川
業
開
設
五
ヶ
年
計
一
斑
の
遂
行
と
し
て
現
は
れ
、
そ
の
中
筏

的
沼
市
品
打
が
川
家
資
本
h
T
一
中
心
?
こ
し
士
同
安
心
経
時
方
針
主
一
義
的
に
注
存
ず
る
特
殊
舎
祉
、
相
特
殊
出
川
社
で
あ
る
の
も
右
心
如
き

市
山
一
'
削
に
汁
明
く
の
で
あ
る
。

所
で
右
の
如
き
京
大
友
歴
史
的
課
溜
伊
有
し
、
也
大
え
な
建
設
的
開
設
を
必
要
と
す
る
満
洲
岡
の
新
し
き
一
経
桝
遂
行
が
、
事
占
植
民

地
的
形
成
。
故
に
、
持
し
〈
立
ち
後
れ
た
ホ
来
経
怖
を
基
礎
と
し
て
山
内
政
せ
れ
い
ば
た
ち
由
所

ι京
大
た
問
閣
を
械
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
q

剛
一
明
左
右
山
川
界
史
的
怖
換
を
使
命
と

f
ろ
最
も
新
し
き
凶
防
的
計
芽
一
経
済
が
、
日
本
山
挺
身
的
負
怖
に
ほ
〈
同

J

渓
ヒ
開
の
意
志

的
途
行
と
し
て
、
而
も
事
占
柿
民
地
的
に
形
成
さ
れ
た
倍
金
一
続
押
格
桜
の

k
に
之
が
展
開
を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
所
に
現
代
満
洲
続

消
の
旧
山
本
的
性
格
が
見

ιれ
ろ
と
い
は
ね
ば
な
ら
友
い
。

k
」
過
せ
石
畑
〈
興
司
印
民
族
協
和
の
犬
運
動
は
一
つ
の
世
界
史
的
必
然
性
を
以

τ
、
先
づ
浦
洲
建
聞
と
し
て
モ
の
積
倒
的
具
隈
的

宜
宇
を
抽
出
め
た
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
己
L

に
於
て
、
東
司
佼
略
同
及
び
之
が
周
目
玉
を
有
す
る
岡
々
は
満
洲
桂
闘
を
問
機
と
し
て

日
浦
桶
闘
に
升
し
民
抗
を
叫
化
せ
ん
と
ハ
U

形
勢
hv
二
市
ず
に
支
っ
た
。
さ
れ
ば
、
と
れ
ら
諸
国
の
将
抗
を
排
除
し
、
満
洲
往
閣
の
貨
を

完
う
せ
ん
が
矯
め
に
も
、
興
時
国
防
の
市
岡
情
的
権
首
者
た
る
日
本
は
問
問
際
聯
盟
の
脱
川
品
、
海
軍
保
約
の
殴
挺
を
品
川
行

L
、
主
主
に
好

む
し
〆
一
好
圭
ざ
る
L
F
一
広
州
ら
宇
、
同
防
力
摘
支
の
A
江
主
進
ま
ざ
る
を
得
紅
か
っ
た
。

所
で
阻
一
暗
闇
防
力
の
抗
充
は
、
そ
の
制
隈
に
於
て
は
、
ム
県
租
侵
略
凶
並
び
に
そ
の
野
四
五
を
布
ず
る
閥
々
上
り
の
経
済
断
交
を
抽
出
想

せ
ぎ
る
を
得
ざ
る
が
位
、
そ
れ
は
首
然
興
産
同
防
自
給
経
怖
の
碓

1
主
要
清
す
る
。
而
し
て
、
か
ミ
る
自
給
的
園
防
経
済
の
確
立
は

満
洲
に
於
け
る
附
防
的
重
工
業
確
立
の
要
請
と
そ
の
落
擢

都
五
十
八
巻

五

七

第
凶
披

三五

ブL



満
洲
に
於
け
る
閥
防
的
重
工
業
確
立
白
要
請
と
そ
白
茶
盤

第
五
十
八
巻

五
三
八

第
四
現

六
O 

何
よ
り
も
先
づ
そ
の
中
接
と
し
て
の
日
本
弔
工
業
白
岡
防
的
再
編
成
を
必
要
と
す
る
。
然
る
に
、
日
本
一
県
工
業
就
中
そ
の
中
心
を
友

す
俄
鋼
業
は
そ
の
後
進
性
と
法
礎
資
源
の
貧
困
の
故
に
、
鋭
敏
、
銑
州
尚
北
ぴ
に
府
践
の
倫
入
に
悲
磁
を
世
〈
所
の
著
し
く
封
外
依
存

日
本
の
銚
鋼
業
は
銑
鋼
一
貫
作
業
な
る
自
立
的
均
術
的
緋
遊
関
系

E
L
Uら
十
、

説
悦
走
者
と
製
鋼
業
者
と
が
銑
餓
の
輸
入
関
税
共
他
を
皆
川
っ
て
相
針
立
せ
る
の
み
た
ら

17
、
更
に
厩
倒
的
米
英
依
存
の
府
餓
空
中
心

原
料
と
す
る
一
牛
蹴
製
鋼
が
支
配
的
低
枕
を
占
む
る
所
の
調
は
い
晶
崎
塑
的
柿
迭
を
形
成
し
、
そ
の
悶
防
的
脆
溺
性
た
る
や
永
〈
之
を
放

世
ず
る
と
と
は
許
さ
れ
ぬ
事
態
に
進
み
つ

L
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

的
た
仲
川
浩
b
t

形
成
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

郎
ち
、

拙
繍
白
海
外
依
存
度
を
一
軍
す
資
料
と
し
て
口
蛾
調
査
に
よ
る
本
邦
地
鋪
供
給
地
別
割
合
制
(
小
品
精
一
著
蹴
銅
経
済
制
本
二
六
頁
及
び
同
氏
著
餓
銅

葉
市
四
二
五
百
)
所
崎
に
つ
い
て
、
昭
和
元
年
よ
り
昭
和
十
一
平
に
至
る
十
一
ヶ
年
同
の
平
均
を
見
る
に
、
俄
鋼
抽
問
時
嬰
に
於
て
出
む
る
内
地
生
産
一
品

川
川
か
に
一

O
区
、
朝
昨
を
告
し
て
=
一

O
出
、
時
間
り
七
O
V戸
は
市
外
よ
り
白
轍
入
に
依
仔
し
て
ゐ
る
。
就
巾
英
米
植
民
地
よ
り
の
輪
入
高
百
年
ム
」
共
に
噌

加
し
て
来
た
こ
と
は
控
目
に
値
す
る
。

去
に
、
明
俄
装
参
考
資
料
に
よ
る
本
邦
銑
地
需
給
去
(
小
島
精
一
一
者
ほ
鋼
業
論
四
一
六
立
及
び
地
銅
絞
持
哨
川
本
一

O
七
買
所
載
)
に
つ
い
て
自
給
培
を

児
る
に
唱
仰
六
年
よ
り
昭
和
十
一
年
に
至
る
穴
ヶ
年
間
に
於
て
段
低
宍
九
耳
、
最
高
七
六
%
、
平
均
七
一
月
を
示

L
C
ゐ
る
。
か
く
の
如
〈
銑
餓
自
給

率
の
柏
市
え
な
る
と
と
も
、
そ
の
反
商
に
於
て
府
鎚
利
用
に
上
る
製
鋼
法
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
に
開
聯
を
も
り
こ
と
を
思
「
ぱ
、
同
助
的
に
は
決
し

て
型
視
の
詐
ざ
わ
刊
る
も
の
さ
は
な
払
っ
た
。
本
邦
製
鋼
業
が
府
坊
に
世
存
ず
る
度
合
は
、
期
仇
錨
議
参
考
養
料
に
県
〈
内
地
製
鋼
設
と
肝
蛾
消
費
高
の
剖

令
(
小
品
結
一
一
帯
俄
釧
椋
消
岐
本
者
八
頁
及
び
同
氏
錯
鋼
業
1

一
岬
四
こ

O
買
所
載
)
を
見
れ
ば
明
ト
で
、
昭
和
三
年
止
り
同
十
年
に
至
る
入
ヶ
年
間
に
於
て

故
低
五
一
・
五
九
戸
、
改
一
向
六
一
一
一
・
三
六
百
を
示
し
、
こ
と
に
入
年
以
降
年
一
年
と
そ
由
訓
令
が
噌
加
し
て
ゐ
る
。

向
、
右
の
川
蹴
泊
費
自
に
引
す
る
ぽ
蛾
時
入
一
仙
の
剖
合
を
同
じ

f
製
倣
業
参
考
究
科
目
統
計
(
小
品
氏
備
制
和
前
説
本
百
八
頁
及
び
鎚
鋼
業
論
凹
二

一
貫
所
剖
)
に
品
い
で
算
出
し
て
見
る
に
昭
和
八
年
に
は
五
五
・
一
見
、
同
九
年
に
は
五
・
八
二
%
、
同
十
年
に
は
五
六
・
七
月
を
示
し
て
ゐ
る
。
而

も
こ
の
川
純
正
故
処
あ
一
輪
入
附
別
に
つ
し
て
且
る
に
そ
の
九

C
o
A
前
後
は
、
ア
メ
リ
カ
を
来
日
酬
に
英
凶
及
ひ
そ
の
杭
民
地
、
問
領
印
度
、
.
ヘ
ル
ギ
!
に

依
白
し
て
一
叫
た
白
で
あ
る
。
(
描
銅
烈
汗
読
本
五
九
百
所
武
内
地
叫
川
幽
A
故
酷
橘
入
問
別
去
、
問
所
製
織
業
多
考
究
料
品
沙
問
)

日

向
出
我
同
白
非
自
立
的
崎
明
的
な
鉛
引
業
に
闘
し
で
小
向
精
一
氏
は
要
領
よ
〈
哉
の
如
〈
述
べ
て
ゐ
る
@

，j、島軒民蝿鋼業前468-469買及び蝿銅担問読本91-93頁参照。
黒松'?i氏i荊測錨銅業の宣!ii主(建岡大型研究院研究朗報第三輯434買、 452賀、堀
鰹央編鵡刊図組問の研究帯主章満刑問題買業、製蹴業白愛控性(聾崎稔民執筆)
204、205買、豊崎稔著日本機械工業白基礎構造343、'344頁、小島精著銭銅
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ア
わ
が
剛
司
曲
演
石
の
み
な
ら
子
、
製
鋼
原
料
と
し
て
多
拾
の
持
錨
及
び
銑
錨
を
輪
入
し
て
ゐ
る
。
と
れ
は
わ
が
錨
鋼
業
が
圏
内
に
錨
債
費
揮
を
有
す

る
こ
と
的
乏
し
い
た
め
に
よ
る
こ
と
は
切
論
で
あ
る
が
、
又
大
時
以
後
の
急
症
な
需
盟
情
加
に
臨
ず
る
た
め
に
、
比
較
的
設
備
費
芭
必
要
と
し
な
H

製

鋼
、
思
延
次
仰
の
み
を
崎
形
的
に
廷
民
主
せ
、
従
っ
て
海
外
銑
守
山
町
仲
間
に
依
存
し
て
氾
制
的
工
作
を
や
っ
て
来
た
L

め
で
も
あ
る
。

元
来
製
拙
業
本
来
白
形
ち
は
、
先
円

J

熔
縞
協
で
銭
繍
石
か
い
ツ
説
織
を
作
り
、
焼
け
た
芝
、
む
も
の
を
製
鋼
雌
に
入
れ
之
に
一
一
、
三
割
の
府
錨
を
配
合

し
、
銑
政
石
を
抽
出
化
剤
と
し
て
精
錬
を
行
ひ
、
銅
に
仕
上
げ
伺
塊
を
註
リ
、
之
を
Mm話
機
に
恥
け
て
鋼
材
製
品
に
仕
上
げ
る
所
市
鈍
制
一
貫
作
業
で
あ

る
。
然
る
に
本
邦
の
現
地
工
場
内
抽

r大
部
分
は
昨
庇
植
を
有
せ
干
製
鋼
幽
か
ら
相
烹

q
m塊
を
自
製
し
て
之
を
膿
延
す
る
か
、
或
は
製
鋼
雌
を
も
棋

会
一
、
、
他
工
場
白
半
製
m
川
村
を
買
入
れ
、
限
延
作
業
白
み
を
晶
で
る
工
場
が
多
数
を
出
品
、
一
貫
作
業
ド
ム
場
は
至
っ
て
少
な
〈
、
大
正
末
年
迄
は
八
幡
製
錨

所
以
外
は
議
石
、
性
二
川
雨
辺
地
所
だ
け

σ
、
昭
利
三
年
に
鶴
見
川
型
地
造
船
骨
祉
が
一
筒
所
加
は
っ
た
の
み
C
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
製
釧
蹴
品
ら
相
ま

る
所
で
は
作
濯
の
世
立
晶
、
b
成
る
ベ
〈
府
別
を
多
坑
に
配
令
工
、
銑
織
を
少
〈
し
て
銅
を
也
る
方
法
を
と
り
{
肘
七
、
銑
一
一
-
D
如
き
割
合
)
之
が
同
町
制
白

悼
入
を
多
品
、
υ
し
め
た
有
力
な
理
由
さ
あ
る
。
一
方
製
銑
能
力
白
掴
封
的
白
不
足
は
銑
儲
輸
入
を
不
可
避
な
ら
し
め
て
ゐ
た
白
で
あ
る
。
」

所
〈
の
如
く
、
日
本
の
車
工
業
の
構
造
は
著
し
く
封
外
依
作
的
で
あ
り
、
而
も
そ
の
針
外
依
存
た
呂
や
貨
に
東
亜
使
略
の
野
望
を

も
つ
米
提
及
び
そ
の
梢
民
地
へ
の
依
存
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ぽ
、
興
亜
閣
防
力
の
拡
充
を
目
的
と
ず
る
岡
防
経
済
の
確
立
は
、
日
本
軍

工
法
心
米
英
依
作
の
脱
却
を
要
請
す
る
。
而
し
て
、

日
本
に
於
け
る
銑
鎖
資
源
の
昧
乏
の
故
、
そ
れ
は
営
時
と
し
て
は
日
浦
に
於
け

る
白
給
的
主
工
業
確
立
の
形
を
と
り
、

比
校
的
数
批
資
源
及
び
石
炭
に
息
ま
れ
た
満
洲
図
に
於
け
る
重
工
業
の
悶
務
的
損
充
の
要
請

こ
の
間
向
は
満
洲
事
縫
以
来
、
前
週
の
如
吉
岡
際
情
勢
の
悪
化
、
従
っ
て
世
界
を
事
げ
て
の

軍
備
蛾
慌
時
代
の
山
川
現
直
ぴ

ι之
に
基
く
鈎
鋼
需
必
の
激
増
と
共
に
徐
々
乍
ら
白
売
さ
れ
つ
t
A

あ
っ
た
と
は
い
ふ
も

D

L
、
日
本
内

地
に
於
て
は
未
だ
し
の
感
た
き
に
し
も
非
中
で
あ
っ
た
。
所
が
昭
和
十
一
年
の
コ
・
二
六
事
件
を
陣
機
と
し
て
、
依
然
日
本
が
準
戦

時
経
済
制
抑
制
へ
と
逃
泣
し
、
上
述
白
傾
向
型
白
斑
的
に
促
進
さ
れ
る
と
と
に
た
ド
、
亡
、
に
満
洲
閣
に
於

τは
昭
和
十
二
年
剖
ち
康

と
し
て
現
は
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
究
。

徳
同
年
度
よ
り
満
洲
港
設
問
愛
五
ケ
佳
一
寸
煮
の
腎
胞
を
見
る
に
至
つ
も
江
の
で
あ
る
。

満
洲
に
於
け
る
同
防
的
重
工
業
確
立
の
要
融
と
そ
の
某
盤

主
三
九

第
一
主
十
八
巻

帯
四
銃

プて

業論407-412買。 3) 小島村十一著鏡銅経済讃本57-58買o
'1、島純一著蝿銅程調講本<06頁以降雪参照。
同氏同書150.頁以降錨鋼業論478買参照。
同氏瞳鋼業論45'買、 478頁。
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硝
洲
に
於
け
る
同
肋
的
軍
工
業
概
立
の
事
川
と
そ
目
茶
盤

第
有
十
八
巻

五
四

O

傍
凶
鵠

産
主
開
護
百
ヶ
年
計
設
は
、
そ
の
寅
施
第
一
年
度
(
庇
位
四
年
印
ち
昭
和
士
平
)
に
於
て
、
支
那
事
同
盟
の
勃
務
に
際
合
し
、

ζ

L

K

前
温
の
如
き
日
浦
を
中
根
的
一
憾
と
す
る
岡
防
的
革
工
誌
の
附
立
が
傘
ミ
却
、
力
日
つ
念
蓮
に
嬰
請
さ
る
、
己
と
に
た
っ
た
矯
め
、
原

計
需
は
資
施
一
年

E
経
や
し
て
、
急
激
左
掠
充
的
修
正
を
見
る
に
至
っ
た
。
資
金
の
-
白
か
ら
見
た
五
ヶ
年
計
書
の
原
計
費
及
び
修
正

か
れ
た
と
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

叶
川
書
は
大
関
突
の
如
く
で
、
そ
の
相
知
は
い
づ
れ
も
凱
工
部
門
就
中
川
州
側
、
γ

判
決
、
電
力
、
液
鴨
燃
料
を
中
心
と
す
る
主
T
L

業
忙
置

li. 
:';1ミ
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勾王将(昭和 r-:=:.I，~版)六二、六三、九二、九

三、九四、二三二瓦により作成、錨剣は七

五OXI!八00とあるもn際穣定はこれよ

りA:zhに大なる怨品多い-.Jir:o八00を採川

Lた。向、修正案は康徳五I，F五月白案であ

るが、兎に同勾 J-一月大院に於ける日浦主

制掛懇謹舎の席上j菅直業部央去に上り再惇

E案が公表されたが苅念乍ら之には鏑工部

門的内課E知ることが出来ない。右再修jで

計誰は菊池主計「満州重要滞き墨田構成J六ブf

e;O買に掲jf古されてゐる。

即
ち
、
原
計
設
一
で
は
、
所
M
Y
資
金
の
約
半
刻
が
鉱
工
業
部
門
に
さ
か
れ
、
而
も
ぞ
の
七
四
・
三
%
が
餓
鎖
、
石
茨
、
電
力
、
波
間



快
、
科
に
同
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
修
正
計
需
に
於
て
は
ど
繍
工
業
部
門
へ
の
草
鮪
が
更
に
強
化
さ
れ
、
計
喜
一
所
要
資
金
鳩
判
明
四
八

自
問
?
っ
ち
三
八
日
山
間
山
ち
ハ

O
M川
剥
が
餓
工
業
部
門
に
向
け
ら
れ
る
と
と
に
た
り
、
こ
れ
に
於
て
前
記
の
餓
湖
、
石
炭
、
電
力
、

所
が
川
内
修
疋
計
援
に
於
て
は
、
鉱
工
業
部
門
の
弔
鮎
強
化
が
更
に
起
し
く
た
り

川
市
封
資
会
税
制
一
ハ
十
倍
六
十
時
間
の
う
ち
一
八
一
了
一
三
%
叫
の
四
十
九
億
九
千
珂
同
が
鍬
工
退
部
門
へ
向
け
ら
れ
る
己
ど
に
怠
っ
た
。

筑
間
品
川
判
が
じ

O
M川
弱
を
占

a
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ピ
姥
念
な
乙
と
に
は
倣
鋼
業
共
他
へ
の
軍
制
を
数
字
的
に
明
叫
仰
に
し
う
る
資
料
は
会
表
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
向
、
賃
際
に
採
川
さ
れ

-P
」
河
川
陀
日
+
占
、

7
1
3
L
d
 
己
h

陀
旧
問
げ
た
も
の
と
は
、
相
常
た
聞
き
が
あ
り
、
史
に
飢
鋼
業
に
想
像
以
上
の
超
早
川
鮎
が
泣
か
れ
て
居
り
、
己
れ
だ

け
で
鍬
工
法
部
門
所
要
資
金
総
額
に
於
て
最
大
の
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
又
第
一
弐
五
ヶ
年
計
実
は
、
そ
の
賞
作
制
か
ら
見
て

も
、
川
叫
'
湖
、
石
山
乱
、
電
力
に
最
大
白
責
却
が
泣
か
れ
て
来
た
己
と
が
明
瞭
在
の
で
ち
る
。

従
っ
て
、
結
論
的
に
云
へ
ば
、
第
一
突
五
年
計
帯
ば
結
局
、
鋭
鋼
業
に
回
収
大
の
主
貼
を
也
吉
、
と
れ
を
七
と
ず
る
珂
古
川
明
白
矯
め
に

北
川
礎
燃
料
た
る
石
炭
の
悶
費
、
動
力
と
し
て
の
電
力
心
開
獲
に
力
を
致
し
た
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
た
ピ
計
書
の
策
定
に
際
し
、

右
建
設
に
於
け
る
石
川
夜
間
環
の
貫
要
性
に
叫
到
す
ろ
過
少
汗
慣
か
ら
、
建
設
に
件
ム
石
炭
需
要
の
激
増
に
封
ず
る
供
給
不
足
に
陥
り
、

結
局
最
大
目
掠
た
る
俄
鋼
業
開
設
の
進
展
を
も
阻
害
し
、
そ
の
矯
め
後
に
た
つ
で
石
山
科
問
委
に
主
力

E
注
ぐ

E
と
に
な
っ
た
と
と
は

資
会
計
課
の
寅
悩
に
も
明
瞭
に
去
は
れ
て
ゐ
る
が
、
今
己
れ
を
敢
オ
的
に
賓
読
ず
る
白
巾
を
有
司
む
た
い
。
た
ピ
そ
れ
は
全
く
否
定
し

仰
な
い
事
貫
で
あ
っ
た
と
と
だ
け
は
隊
言
出
来
る
の
で
あ
る
。

H
A
姉
州
件
以
内
重
要
性
に
却
す
る
過
世
評
倒
は
、
修
正
計
書
所
要
黄
金
一
一
一
必
閣
な
る
過
少
計
』
(
鎚
鋼
業
の
八
億
国
及
び
世
力
の
五
億
固
液
韓
燃
料
の

十
似
国
と
到
比
せ
よ
)
に
も
、
ま
た
賀
際
採
用
さ
れ
た
資
金
計
書
に
於
け
る
石
炭
開
設
議
定
所
要
資
金
い
か
、
錨
銅
業
白
そ
れ
よ
り
温
か
に
少
き
に
拘
ず
、

究
結
に
ら
持
て
は
杭
川
有
珠
山
止
所
型
資
金
溢
h

に
担
え
た
貼
に
も
岨
は
れ
で
ゐ
る
。
こ
れ
に
皮
し
製
俄
業
は
、
石
山
K

D
不
足
其
他
に
陣
侍
さ
れ
た
h
品

究
会
計
町
山
氏
山
引
が
も
、
石
川
尻
業
に
時
々
年
し
い
が
問
、
之
に
止
ば
ざ
る
の
日
献
を
示
す
に
至
っ
て
ゐ
る
。
斯
様
に
、
製
載
を
中
心
と
す
る
各
方
面
白

尚
酬
に
於
け
る
倒
防
的
重
工
業
国
即
虫
の
事
前
と
そ
の
来
盤

第
五
十
八
巻

〆

五

回

事
国
都

六
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満
酬
に
於
け
る
岡
防
的
重
工
業
曜
立
白
要
請
と
そ
白
基
樫

事
五
十
凡
巻

六
回

宜
四

帯
四
掠

唱

吐
出
問
貨
の
活
M

肢
と
共
に
石
川
尻
白
不
足
が
璃
若
と
な
り
、
「
例
へ
ぽ
昭
内
製
鋼
所
。
熔
鋼
蝿
出
石
淀
不
思
白
賞
品
長
暗
に
亙
っ
て
火
入
れ
を
行
ひ
待
な

か
っ
た
」
し
、
「
一
般
工
業
方
面
例
(
ぱ
、
奉
天
月
四
四
地
帯
の
工
場
の
如
き
は
石
山
民
不
足
き
主
要
原
凶
と
し
て
操
短
或
は
操
業
中
止
白
己
む
な
き
に
亙
っ

て
ゐ
る
も
O

も
φ
な
〈
な
川
」
と
い
ん
事
惑
を
も
窓
き
起
し
た
。
従
っ
て
、
第
一
去
五
年
計
主
白
後
半
に
於
て
は
、
「
石
炭
は
、
資
金
、
資
材
止
び
捗

倒
力
の
優
先
配
給
を
受
け
る
と
L

も
に
出
炭
激
瑚
聴
の
祇
泣
、
時
哨
泣
奨
脚
金
の
交
付
、
同
哨
産
担
訓
期
間
白
設
定
等
あ
ら
ゆ
る
暗
躍
針
策
が
究
施
せ

b
れ

件
炭
坑
と
も
噌
直
に
次
「
帯
産
計
宜
主
担
行
し
た
」
珂
も
、
な
ほ
ζ

れ
を
越
え
て
世
帯
す
る
石
決
需
要
に
臨
ぜ
ん
が
創
的
、
成
徳
七
年
持
日
本
よ
り
雑

炭
、
北
支
よ
り
柏
靖
宏
円
融
入
を
行
ひ
、
更
に
辰
徳
八
年
昭
和
明
鋼
所
及
び
木
深
淵
煤
鋭
公
司
自
火
入
れ
を
槽
脅
に
北
文
決
白
穐
入
を
一
層
増
加
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

向
、
計
耳
策
定
心
営
初
、
日
本
に
於
け
る
液
樫
燃
料
自
給
の
緊
急
的
必
要
か
ら
、
己
れ
に
力
主
庄
が
ん
と
し
、
叉
凡
品
時
、
第
三
国

か
ら
必
混
資
財
陥
入
の
自
由
あ
仇
し
潟
め
、
そ
の
目
的
達
成
の
潟
め
、
採
金
に
力
を
用
ひ
、
更
に
軍
山
中
山
部
到
に
於
て
も
相
官
友
重
軸

な
泣
い
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
容
帽
倒
的
情
勢
の
推
移
及
び
基
礎
保
件
の
制
約
か
ら
、
結
局
、
前
述
の
俄
側
、
石
山
官
、
電
力
に
最
大
の

世
話
が
置
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
段
鋼
、
石
炭
を
中
心
と
す
る
軍
工
業
の
抗
兎
が
五
ゲ
年
計
書
に
基
く
産
業
開
設
の
中
心
を
在
し
た
と
い
ム
己
と
は
、
先

に
港
べ
た
知
〈
、
阻
(
盟
国
防
経
済
の
核
心
た
る
日
浦
重
工
会
心
図
防
的
確
立
か
ら
見
て
営
然
歩
ま
ね
ば
在
ら
な
い
道
で
島
り
、

と
と
は
、
ま
た
共
後
に
於
け
る
米
英
の
経
済
断
交
、
大
東
亜
戦
争
の
勃
護
等
歴
史
の
進
展
と
共
に
愈
ミ
明
確
と
な
っ
て
来
た
と
い
ふ

乙
と
が
出
来
る
。

四

へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
上
惑
の
如
き
急
激
に
し
て
泡
犬
民
主
工
業
の
建
設
的
関
妥
の
要
請
に
封
し
、

こ
白



近
代
的
電
工
業
白
性
格
及
ぴ
発
達
の
程
度
を
問
題
に
せ
ん
と
す
る
。
査
し
、
と
れ
に
止
っ
て
、
新
し
き
建
設
的
開
設
が
、
何
故
に
、

私
大
た
日
本
よ
り
の
封
漏
役
資
を
必
姿
と
せ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
一
心
鍵
を
見
出
さ
ん
が
矯
め
で
あ
る
。

中
内
洲
に
於
け
る
近
代
的
車
工
混
心
開
設
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
京
支
紋
道
の
放
設
逗
替
に
閥
聯
し
て
、
僅
か
に
石
山
況
に
つ
い
て
端
緒

J
J

悶
か
れ
た
に
止
三
り
、
本
格
的
蒋
手
は
、
寧
ろ
日
本
の
市
浦
経
替
と
共
に
進
め
ら
れ
た
と
い
ふ
て
も
過
言
で
な
い
。

な
る
陸
、
帝
政
ロ
シ
ア
は
、
そ
白
点
謹
政
策
と
し

c
、
一
方
錨
抵
の
放
浪
植
を
仰
る
ル
一
共
に
機
合
あ
る
毎
に
鏑
業
植
を
収
得
し
て
行
っ
た
。
併
し
、

そ
O

晴

rは
党
質
伴
は
古
る
ト
、
或
は
悶
笈
若
手
前
に
目
燐
鴨
川
V

に
入
り
、
備
ト
に
惇
出
川
合
叫
貯
の
探
胴
煤
疏
公
司
復
。
極
東
森
梓
守
祉
に
よ
り
権
問
炭

焼
を
探
制
し
、
共
他
国
官
、
札
賛
諾
府
茨
坑
等
を
担
督
、
真
に
石
叫
い
ん
柏
、
陶
μ
品
目
坑
及
び
一
一
由
段
、
品
占
口
容
由
諸
山
民
磁
に
閥
奥
ず
る
位
白
も
白
で
あ

っ
~
。
珂
も
こ
白
ろ
ち
最
大
目
指
順
炭
疎
が
満
悦
引
繊
叶
時
の
一
日
出
炭
地
合
計
一
ニ
六
一
一
一
蝋
コ
ド
ふ
り
し
を
思
へ
ば
、
阜
市
〈
問
題
と
す
る
程
で
な
か
っ
た
こ

と
が
察
せ
、
り
れ
る
。

日
時
判
事
白
出
民
と
共
に
、
日
本
軍
に
よ
り
て
占
領
さ
れ
た
決
坑
は
、
直
ち
に
陸
軍
D

苧
に
よ
っ
て
探
摘
さ
れ
た
が
、
後
に
主
と
し
て
浦
蝿
に
よ
っ

て
引
様
が
れ
た
。
柑
、
本
議
制
炭
坑
は
明
治
三
十
八
年
十
一
月
よ
り
大
骨
組
白
手
に
よ
っ
て
採
制
に
荒
手
さ
れ
た
。
其
後
、
「
明
惜
囚
寸
二
年
締
結
田

浦
洲
王
案
件
に
闘
す
る
日
清
協
拘
に
依
り
、
市
満
洲
般
道
脅
祉
の
撫
刷
、
国
古
雨
炭
坑
毘
持
棋
が
確
認
せ
ら
れ
、
之
と
同
時
に
満
錨
間
協
に
於
け
る
其

他
自
演
山
探
制
は
日
文
告
排
を
以
て
惚
替
す
べ
き
こ
と
込
確
定
し
」
本
渓
糊
炭
坑
も
明
泊
四
ι

三
一
年
日
清
音
排
白
本
渓
糊
煤
磁
有
限
公
司
と
し
て
再
出

η
 

設
す
る
に
至
っ
た
。

先
づ
日
露
職
手
直
後
よ
り
日
本
側
の
手
に
土
っ
て
資
質
的
に
開
委
さ
れ
た
主
要
炭
坑
は
撫
順
、
開
幕
一
、
本
渓
湖
に
し
て
、
建
図
前

ま
で
は
こ
の
三
炭
坑
の
み
で
金
浦
出
没
量
の
八
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
む
る
を
常
と
し
た
。

而
し
て
、
満
仰
を
中
む
と
す
る
日
本
側
の
石
山
祝
政
策
は
、
満
洲
に
於
け
る
燃
料
供
給
の
確
保
を
亘
要
任
務
と
し
つ
h
h

も
、
更
に
培

直
に
遁
進
し
、
海
外
倫
出
己
と
に
封
日
俳
給
の
精
進
に
力
を
致
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
悶
防
上
必
要
と
さ
れ
る
生
産
設
備
白

抗
充
は
、
平
時
に
於
て
は
、
満
洲
の
如
く
工
業
護
建
の
幼
稚
に
し
て
閣
内
需
要
の
限
界
甚
し
き
所
で
は
、
輸
出
の
柄
産
に
よ
っ
て
之

を
柿
保
す
る
よ
り
途
が
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
時
内
地
側
小
炭
坑
白
掠
順
茨
職
入
阻
止
の
蓮
動
ピ
見
る
が
如
毒
事
態
も
現
出
し

捕
訓
に
於
け
る
図
助
的
基
工
業
確
立
回
要
請
と
そ
四
基
盤

/、

五

第
五
十
八
巻

主
回

第
四
説

そ白詳細は浦錨調査官満洲白鏑業16頁及び満洲事情案内所編1商洲事情ド工銭
業篇78頁参照。 2) 満洲事情下エ鏑業篇78頁。 3) 南浦洲錨草曾枇10年
奥466買。 4) 満洲由鏑業16買。 5) 菌錨十年史469貞 6) 満洲白鏡
業16頁。 7) iIN洲白銀業277頁> 8) 次頁統計表参照。 9) 満洲白鏑



満
洲
に
於
け
る
岡
防
的
重
工
業
確
立
。
要
請
と
そ
白
基
盤

僚
主
十
八
巻

豆
四
回

傍
四
挽

ハ六

た
が
、
海
外
輪
出
己
と
に
封
日
輸
出
の
増
進
に
よ
っ
て
、
満
洲
に
於
け
弔
問
茨
能
力
は
年
一
年
と
生
長
を
遂
げ
で
来
た
の
で
あ
る
。

満
洲
に
於
け
る
出
提
重
と
そ
O
割
合
(
草
枕
英
噸
)

別

大

正

一

C
年

大

正

一

二

年

大

正

一

四

年

昭

和

二

年

周

=

、

宅

一

、
A

二
圏
、
宝
回
、
三
口
豆
、
主
一
、
企
五
占
、
内
妻
、
一
九
五

山
口

Z

口
、
口
五
口
九
人
、
口
口
口
一
一
占
、
七
{
)
口
一
同
二
、
ロ
ロ
ロ

瑚

五

夫

、

B
D

一
宅
豆
、
口
口
口
国
三
、
A
若
田
口
三
一
、
き
一
昔

計
z
、
一
売
、
会
一
車
、
回
ニ
玉
、
ニ
ロ
ロ
穴
、
ニ
九
三
一
、
雪
一
口
入
、
一
八
口
、
書
=
一

A
Z
K問

先

月

八

七

月

八

五

百

他

六

五

円

、

四

室

内

八

円

、

回

一

E

A

室
、
己
完
一
、
き
一
七
、
六
八
ニ

一

屯

W

F

=

月

一

Z

芦

一

司

百

計
三
一
、
ん
一
六
、
量
六
六
、
二
一
、
三
一
平
省
、
一
八
八
、
四
九
九
九
、
色
八
、
さ
回

一

吉

見

一

包

括

一

口

口

出

一

呂

珂

満
洲
白
鏑
業
一
九
一
一
九
二
頁
所
載
。
統
計
去
に
よ
り
大
正
一

O
年
よ
り
隔
年
別
に
抜
草

糟 井 小本国揮
。，/ 0/ o/ 叩

/a 月四

融
;需

満

洲

内

地

質

決

(

合

世

貝

淀

)

満

錨

世

用

決

加

焚

軒

責

決

涜備
考

替安

携
順
、
師
長
及
本
誕
湖
石
炭
需
要
別
版
貰
表
(
車
供
英
噸
)

別

大

正

一

O
年

大

記

一

=

年

大

正

一

四

年

出
向
夫
、
一
実
て
九
五
五
、
人
老
人
=
、
主
人
、
=
吉
岡

え

よ

再

三

省

主

拓

国

王

品

目

一、

S
A、
室
田
一
、
王
国
也
、
宅
云
一
、
突
一
、
き
角

冒

百

人

民

き

・

一

広

三

・

四

回

九五{]、九
Z
一
九
七
回
」
一
一
昔
一
、
(
〕
四
人
、
=
一
六

-

X

恒

一

角

信

一

七

・

五

耳

目
一
一
向
、
人
一
言
究
也
九
、
ハ
』
唱
し
唱
さ
号
、
三
一
一

三

ム

出

一

z
一

・

ニ

広

一

己

主

芦

昭

和

二

年

z
J
一
会
4
=
一

宅
見

一
.
人
口
=
J
ニ
ロ

一
豆
芦

一、正一占、一コ主

一
人
五
%

占三一、一ニ
i

六

九
・
万
戸

昭

和

四

年

六、者八五、{〕口口

三五、人口口

事=、口[)[)

占、回国一、
λ
口口

人
口
出

二、回一士、七屯回
=
口
百

九、
A
A
室、豆占閏

一己{〕芦

昭

和

四

年

豆、七-一ニ、一百五

完・
Z
M戸

一
、
主
革
、
九
二
三

三
・
ニ
克

一、=一七五、内
uZ

一八二一が

き回、四喜一

九・五区戸

昭

和

六

年

虫、一一目、七ロロ

一点問、人口己

四六七、告白口

声、七一号mJ一口(〕
主
同

=
J
X
九
五
三
一

量
百

九、{〕国人、七口孟

一白口出

昭

和

六

年

z、七(]問、-一喜一

若
・

=ρ月

九也一、九回主一E芳

一、一角七、↓一八五

一人・五区

一一ハロ六、八四一

九
五
百

同書208、四9頁。10) 業206頁。



骨

Z
J
一九七、，
a

m

E

h

z

u

一三唱、九四八

E

、九九七、九九一

一O
Q
が

一

S
F
N

一
g
z

満
酬
の
鏑
業
二
o
=
一
二
O
五
買
の
統
計
去
に
よ
り
で
作
成
す

3
一実、一人-一

一
口
口
%

言十

省、五百八、一八角
一口口出

六、園生一、
Z
墨
田

一口口が

俳Z
考

こ
の
と
と
は
、
右
統
計
去
に
見
ら
る
L
如
〈
、
大
正
十
年
に
三
百
三
十
九
高
噸
の
出
茨
が
昭
和
二
年
以
降
二
併
を
越
し
、
そ
れ
と

共
に
間
安
高
に
封
す
る
輪
出
。
割
合
も
逐
次
増
大
し
、
小
八
五
十
年
の
二
八
%
に
針
し
昭
和
六
年
に
は
五
七
%
を
越
す
に
至
っ
た
乙
と

に
よ
っ
て
も
之
を
察
知
す
る
己
と
が
出
来
る
。
筒
、
協
出
茨
の
殆
ど
〔
九
五
九
九
ど
が
撫
順
茨
で
あ
っ
た
町
、
そ
の
時
間
出
撫
順
茨
の

約
五
O
%
前
後
が
針
日
輪
出
で
あ
り
、

こ
れ
が
日
本
の
倫
入
淡
の
六
O
七
O
V
月
前
後
を
占
め
て
来
た
。

斯
く
の
如
〈
、
満
洲
茨
備
業
に
於
て
、
腰
倒
的
地
位

E
占
む
る
臼
本
釆
茨
坑
白
夜
間
決
の
五
O
%
に
近
い
も
の
が
輸
出
に
向
け
ら

己
れ
が
日
本
側
よ
り
見
れ
ば
輸
入
米
の
約
三
分
の
一
一
程
度
を
占
む
る
己
と
は

右
忙
述
べ
た
週
り
で
あ
る
。
更
に
有
高
山
決
の
一
八
-
一
O
%
を
占
む
る
祉
用
茨
は
大
部
介
鍛
逝
用
製
徴
用
で
あ
り
、
同
じ
く
一
O

M
A
前
後
が
舶
焚
料
茨
に
し
て
、
一
一
O
l
三
O
%
が
地
揚
寅
と
在
っ
て
ゐ
る
が
、
己
の
う
ち
約
四
分
の
一
乃
至
三
分
の
一
が
家
事
用
に

れ
、
而
も
そ
の
過
宇
量
が
針
目
輸
出
と
な
っ
て
居
り
、

向
け
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
普
通
の
工
業
用
決
は
僅
か
に
二
O
%
前
後
と
見
ね
ば
友
ら
左
い
。
品
ん
も
己
の
一
外
前
記
三
茨
坑
以
外
の
産
出

炭
で
之
に
向
げ
ら
れ
て
ゐ
る
分
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
己
の
量
は
右
産
出
炭
量
全
偲
か
ら
推
し
て
見
て
も
大
し
た
も
の
で
な
い
と

い
づ
れ
に
も
せ
よ
、
己
り
こ
と
は
満
洲
に
於
け
る
工
業
の
来
殻
濯
を
反
映
ず
る
も
の
と
い
ふ
て
過
言
で
注
い
で
あ
ら

と
が
わ
か
る
。

う。
か
〈
て
、
満
洲
の
近
代
的
決
耐
刷
業
は
、
到
日
嶋
田
を
中
心
と
す
る
輸
出
向
に
約
五
O
%
、
そ
れ
に
満
鎚
閥
係
。
鉄
道
、
船
舶
、
製

錦
及
び
家
事
用
に
=
一
O
V
月
後
、
共
他
園
内
普
遇
工
業
用
に
二
O
%
弱
、
と
い
ふ
割
合
で
、
そ
の
役
割
を
演
じ
て
来
た
と
い
ふ
こ
と
が
出

来
る
。

満
開
に
於
け
る
問
防
的
重
工
業
確
立
の
要
請
と
そ
の
慕
盤

第
五
十
八
巻

五
四
五

第
四
腕

六
七

。満洲白書由業203-205買、所蔵日統計表参照。
2)訪 問書207頁所載輯計毒事照。
4) 満洲田鎖業212-2]4買所載D滞鎖社用農用主主別表参照。
5) 同書221-224貰所載満測地買枇内農用盆別表参照。



館
五
千
八
巻

市
ー
に
湖
洲
に
於
け
る
近
代
的
製
倣
業
に
つ
い
て
見
る
に
、
と
れ
は
日
露
鳴
争
後
日
本
の
市
浦
洲
経
訓
刊
の
進
展
と
共
に
企
劃
さ
札
た

が
、
そ
札
が

F
う
じ
て
賃
現
し
た
の
は
第
一
弐
附
洲
大
戦
以
後
の
こ
と
で
、
一
専
ら
木
渓
湖
附
印
刷
削
公
司
及
び
鞍
山
辺
段
目
川
(
昭
和
製
鋼
所

内
前
さ
に
よ
っ
て
開
獲
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
渓
湖
煤
磁
公
司
が
、
犬
人
川
翁
の
提
案
に
よ
り
明
治
四
十
四
年
十
一
月
滑

凶
仰
と
良
川
山
部
ム
口
排
の
訓
印
を
途
げ
本
総
湖
飢
餓
有
限
公
司
と
改

mL、
餓
山
探
柿
仙
の
施
設
と
熔
鏑
燐
二
基
の
建
遣
を
闘
っ
民
が
、

尚
洲
に
於
け
る
周
防
的
重
工
業
確
立
回
要
説
と
そ
白
茶
盤

五
四
六

第
四
擁

/、
ノに

そ
の
叫
設
進
捗
せ
台
、
滑
〈
に
し
て
、
右
の
う
ち
第
一
熔
餓
雌
(
山
川
銑
能
力
一
苛
O
噸
)
の
作
業
を
開
始
し
た
の
は
大
王
四
年
一
月
で
あ

り
、
第
三
一
応
純
般
市
銑
出
力
五
C
噸
〉
の
火
入
を
行
っ
た
の
が
犬
疋
六
年
十
一
一
月
で
あ
ふ
一
。
向
、
出
銑
能
力
二

O
順
の
小
熔
鎖
煉
二

思
は
蹴
洲
明
乍
に
よ
る
好
況
に
刺
吹
さ
れ
て
夫
々
大
疋
七
、
八
年
に
作
業
を
行
っ
て
ゐ
る
。
之
忙
賢
し
て
、
精
鋭
の
鞍
山
梨
餓
所
は

trr
八
作
四
月
に
至
っ
て
始
め
て
、
公

m
m銑
能
力
二

0
0旭
の
第
一
高
地
の
作
業
を
悶
始
し
、
同
じ
〈
公
得
出
銑
能
力
二

O
O
瑠

の
第
二
高
州
地
は
犬
五
十
年
十
二
月
に
至
っ
て
大
入
を
行
っ
た
。
と
れ
よ
り
先
、
佐
山
県
俄
所
は
、
欧
洲
大
慨
の
終
了
陀
悲
〈
銑
鋼
市

場
内
h
J
判
1

旭
化
に
上
り
て
付
制
度
の
絞
卦
維
に
陥
り
、
各
市
世
の
山
笠
一

J

川
崎
別
交
汁
需
を
中
止
す
る
の
後
偽
た
ま
に
至
っ
た
が
、
そ
の
問
、
鞍

山
川
則
的
の
大
部
分
を
占
む
る
貧
袖
川
底
理
の
研
究
に
苦
心
を
荒
ね
、
品
唱
に
↓
へ
E
十
年
八
月
初
期
的
貧
鱗
底
珂
法
友
る
「
鞭
山
式
還
元
熔

純
日
出
」
に
成
功
し
、
己
t
A

に
↓
へ
疋
十
=
一
年
ー
上
り
既
設
第
一
、
第
二
高
焔
を
認
礎
と
す
る
哩
備
工
場
及
ぴ
附
帯
設
備
の
建
設
乃
至
蹴
充

に
治
手

L
、
大
正
十
五
年
六
月
に
竣
工
、
同
年
七
月
選
路
工
場
は
作
業
を
開
始
し
、
己
L
に
高
出
川
三
某
併
用
に
土
る
銑
餓
二
十
前
理

生
産
の
民
地
問
陀
入
つ
丸
。
更
に
第
三
高
焔
(
去
得
出
銑
桔
力
宜
O
O
趨
)
は
昭
和
五
年
三
月
に
作
業
を
開
始
し
、
と
ー
ミ
陀
出
銑
二
八
高

活
を
超
ゆ
る
好
成
訪
を
市
中
げ
る
促
至
っ
た
。

他
方
、
必
鋼
業
に
つ
い
て
は
、
辺
国
間
は
、
永
年
の
思
案
に
も
拘
ら
十
途
に
之
に
靖
子
し
得
十
、
建
問
後
昭
和
八
年
六
月
一
日
鞍

山
製
渋
川
の
引
灘
ぎ
に
よ
う
で
漸
〈
机
辺
に
乗
り
得
た
昭
和
裂
鋼
所
は
、
そ
り
作
定
開
始
と
前
後
し
て
、
製
鋼
設
備
の
建
設
を
行
ひ

満洲D宮市業277頁、黒松時氏満洲餓銅ー柴田愛塗建岡大事研究院師究期報第 3挽
4t9頁。 2)3) 満州白鵠業t02頁室参照。
満強弱ニヲた千J.qC史740頁、同三十年時史424-425頁多用。
満銭三十年略史425頁参照。

4】
5) 



昭
和
十
年
四
月
に
至
っ
て
漸
く
銑
鋼
一
貫
作
業
と
し
て
之
を
開
始
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ

Z
o
か
く
て
昭
和
十
年
(
康
徳
三
年
)

以
前
の
満
洲
の
製
州
例
法
は
殆
E
専
ら
銑
餓
の
生
産
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
己
と
が
わ
か
る
。

斯
く
の
如
く
、
日
本
側
の
乎
に
よ
っ
て
満
洲
に
も
近
代
的
製
伐
業
が
移
柏
さ
れ
、
そ
の
銑
鍛
生
産
高
も
幾
多
の
困
難
に
も
拘
ら
中

田
川
加
の
趨
勢
を
辿
つ
で
来
た
の
で
あ
る
が
、

E
の
満
洲
夜
銑
伐
の
入

O
V月
前
後
が
針
日
倫
出
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
と
は
注
目
に
位

ず
る
。
印
ち
欧
洲
大
刑
判
中
年
直
五
高
週
以
内
に
止
ま
っ
て
ゐ
た
の
が
、
鞍
山
製
倣
所
の
作
業
も
開
始
さ
れ
、

E
つ
犬
戦
直
径
の
好
況

('!!P遮)
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度11:' 満
捌
に
於
け
る
同
防
的
重
工
業
確
立
回
要
請
と
そ
の
茶
盤

t
p
五
十
八
巻

〔備考〕 尚Ð~白鏑主主48-49:r.r.zx '(，・S3買の諸統計表によりて

作成す。刺し、大IEI~、 13t.:]=--の内地向聡 tllti止が僻如し、
之に闘する食料入手し離さをは c同)1~9S耳目去より世 1.1 1

産主t鈍の内地向聡出張を取り I二げ之と帖[11出銑高との比

串を;D問 Lた。向、昭和 8"l'::'-Il(，1の内地向輸出は普段民

業参考資料所載の尚測銑鎚除入相である(黒松氏前掲論

文444、43:-;頁白表歩間)0 ft，l、同年度の輸出tr1:が出銑
量を越すことあるほ、生産と輪出と由時間的ずれ及びス
トックの繰越等D 閥慌によると考へられるa こ白舶、各

年度のfJt出高と輪出高との比辛をとれば所嬰白比率が得

られる。併し、紙面白都合上それは割愛せざるを得な油、

った

五
四
七

第
四
時
同

プぐ

7L 



満
洲
に
於
げ
る
同
防
的
重
工
業
確
立
由
要
清
と
そ
の
落
盤

第
五
十
八
巻

王
四
人

第
四
瞳

七。

の
影
響
も
あ
つ
で
一
躍
二
倍
以
上
の
出
銑
高
を
一
部
す
に
至
っ
た
が
、
大
正
十
年
以
降
二
、
三
年
は
不
況
の

V
Y
底
忙
落
さ
れ
、
同
十

一
年
に
は
本
総
湖
は
作
業
停
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
然
る
に
大
正
十
二
年
以
降
や
h
恢
復
し
)
更
に
昭
和
元
年
以
降
は
急
速
友

増
産
宇
一
示
し
昭
和
五
七
年
に
は
犬
尼
八
、
九
年
の
生
産
高
の
約
三
倍
陀
達
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
モ
の
大
字I
(

平
均
し
て
約
八
O
月
近

〈
)
が
封
日
検
出
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
右
白
支
陀
よ
っ
て
之
を
者
取
す
る
E
と
が
出
来
る
。

か
〈
て
満
洲
の
製
餓
業
は
、
建
園
前
後
に
至
る
ま
で
は
、
製
鋼
原
料
の
封
日
供
給
E
主
要
左
る
存
在
理
由
3

と
し
て
来
た
己
と
は
と

遁
せ
る
所
主
り
明
時
四
忙
之
を
了
解
す
る
と
と
が
出
来
る

五

以
土
の
柚
討
を
要
約
す
る
に
決
時
刷
業
及
び
州
首
伐
業
を
中
心
と
す
る
従
来
D
浦
洲
重
工
業
は
、
い
は
ビ
章
一
工
業
原
料
の
封
日
供
給
を

主
要
た
役
制
と
す
る
非
凋
立
的
性
格
を
も
ち
、
満
洲
白
在
来
経
消
に
到
し
で
は
、
山
中
"
の
異
質
的
た
存
在
を
続
け
て
来
た
と
い
ふ
と
と

が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
満
洲
経
済
の
多
占
植
民
地
的
形
成
民
基
く
一
般
工
業
の
同
制
度
目
未
遊
山
速
の
枕
比
重
工
業
の
自
立
的
有
機
的
に

燥
を
た
ろ
ず
べ
き
土
壌
が
在
来
経
済
陀
快
如
し
て
ゐ
た
か
ら
と
い
は
ね
ば
た
ら
な
い
。
と
の
と
と
は
、
先
に
見
た
如
〈
一
般
工
業
用

の
石
炭
消
費
量
の
僅
少
に
も
叉
銑
徴
消
費
量
の
賓
弱
さ
に
も
明
瞭
陀
現
は
れ
て
ゐ
る
。
更
に
自
立
的
責
工
業
が
一
般
工
業
也
生
産
手

段
供
給
部
門
と
し
て
不
可
快
と
す
る
製
鋼
及
ぴ
機
械
設
備
工
業
を
ぽ
之
を
殆

E
快
い
て
来
た
描
に
も
満
洲
貰
工
業
の
非
潤
立
性
が
最

も
明
確
に
現
は
れ
、
と
れ
が
茨
磁
、
鈍
鋼
業
を
中
心
と
し
つ
L
も
、
な
ほ
成
股
た
重
工
業
的
建
設
の
避
け
得
左
い
五
年
計
費
の
議
行

陀
於
て
、
そ
の
必
要
と
す
る
機
械
設
備
は
勿
論
徴
鋼
の
供
給
に
つ
い
て
も
之
を
封
外
轍
入
に
仰
が
ざ
る
を
得
た
い
根
本
原
因
を
た
し

て
ゐ
る
。

尤
も
既
に
述
べ
た
如
〈
、
昭
和
製
鋼
所
仕
昭
和
十
年
四
月
上
り
裂
鋼
事
業
を
開
始
し
、

一
方
出
銑
高
白
飛
躍
的
増
大
に
も
拘
ら
宇



封
日
併
給
主
著
し
〈
制
限
し
丸
、
製
鋼
増
産
に
遁
進
し
て
来
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、
五
年
計
霊
の
進
行
と
共
に
銅
剣
O
輸
入
が

産
業
統
計
に
つ
い
て
見
る
に
、
昭
和
七
年
現
在
の
機
械
器
具
工
場
は
、
草
輔
、
治
舶
の
工
場
を
除
け
ば
、
合
計
一

O
五
主
教
へ
る
が

、

前掲満洲銑錨生産高と日本内地向韓出高の表について昭和 9年臼年日年目各
欄参照せられ度U。
建園宮割に於け‘るf繭洲P槽械エ業由貿献につい Cは新知枇圏構満洲産業大系
V21-33頁、浦磁調査宙滞洲産業統計(昭和戸手)師、旬、 70、81、9z、93、94

か
げ

h

充
分
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

加
蓮
度
的
に
増
加
せ
る
所
を
見
れ
ば
、
新
建
設
的
投
資
の
累
積
性
乃
至
加
速
度
性
が
既
存
能
カ
に
比
し
如
何
に
抱
え
た
も
の
で
あ
る

向
、
機
峨
ヱ
誌
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
従
来
の
満
洲
に
持
無
で
あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
満
錦
調
査
曾
編
、
昭
和
七
年
満
洲

そ
の
投
資
額
は
合
計
八
百
十
四
宮
内
固
に
し
て
、
平
均
す
れ
ば
一
工
場
僅
か
に
七
寓
乞
千
固
で
あ
る
。
と
れ
を
以
て
見
て
も
、

。
工
場
を
除
い
て
は
問
題
に
な
ら
ぬ
小
工
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
年
産
糟
額
は
僅
か
に
五
百
七
十
九
寓
闘
に
し
て
、

而
も
そ
の
う
ち
機
械
修
理
額
は
、
百
五
十
九
高
闘
で
あ
る
か
ら
、
純
生
産
額
は
四
百
高
岡
程
度
(
品
目
別
生
産
統
計
に
よ
れ
ば
槽
械
類
三

百
六
十
九
寓
岡
・
と
あ
る
)
と
見
る
と
と
が
出
来
る
d

満
洲
主
要
生
産
財
樟
入
高

大
同
元
年

一点目、回均一
圏、六百一一人

目
J

一口一

大
同
二
年

一主目、九九六

九、玉里一

三
、
六
夫

亡
の
程
度
の
生
産
能
力
で
は
質
的
に
は
勿
論
、
量
的
に
も
五
年
計
聾
に
基
く
抱
大

鏡

銅
槽

械

及

工

具

草

輔

類

電
気
用
槽
砕
A
謹
白

木

材

セ

ト

民

智

一

耳

年

康

徳

二

年

康

徳

三

年

康

徳

四

年

五
人
、
一
一
一
也
五
一
、
五
回
口
ヨ
一
如
、
き
六
省
内
d
一一均

三
人
、
司
王
内
吾
一
、
五
一
己
主
人
、
九
一
八
五
豆
、
A
孟晶

君
、
色
孟
ヨ
一
点
、
合
同
完
、
歪
ロ
宮
、
素
早

一
一
、
古
=
屯
一
五
、
一
正
也
一
六
、
↓
豆
T

A

-

一也、和記一

一
一
、
均
一
五
九
J
-
一
省
一
七
、
田
均
角
一
回
、
三
[
}
一
一
、
七
回
六
一
園
、
A
A
A

一

、

口

口

回

問

、

且

え

そ

g
E

豆、王国王

Z

、
皇
内
一
、
実
占

岡
倉
伯
士
民
満
洲
貿
易
構
成
田
費
化
東
亜
経
世
論
議
第
一
巻
俸
一
一
正
揖
一
回
大
珂
に
よ
る
。
(
軍
位
千
閏
)

メ

ン欄
考

努
五
十
八
巻

第
四
競

満
洲
に
於
げ
る
国
防
的
重
工
業
確
立
由
要
請
正
そ
白
基
盤

五
四
九

康
徳
五
年

一号一、〔)主晶

一口一」
4
A
回

品向、七九一

三六、七三五

一一品、内六七

回、一一亘口

七

z) 



満
洲
に
於
け
る
岡
防
的
重
工
業
確
立
白
要
請
と
そ
の
指
盤

静
五
十
凡
巻

七

五
五

O

都
回
掠

な
重
工
業
辺
設
に
寄
典
し
得
る
力
の
如
何
に
少
友
き
か
ピ
窺
は
れ
る
。
こ
の
と
と
は
、
五
年
計
章
。
開
始
さ
れ
た
康
徳
四
年
以
降
に

於
け
る
機
山
内
特
共
の
輸
入
一
両
例
へ
ぽ
同
四
年
の
六
千
五
百
九
十
高
岡
、
同
五
年
山
一
億
一
一
千
六
百
寓
同
と
劉
比
す
れ
ば
自
ら
明
瞭
で

あ
ら
う
。

か
〈
て
、
新
し
雪
閣
防
的
重
工
業
の
私
大
に
し
て
緊
合
在
る
建
設
抗
充
に
到
し
て
、
共
の
直
接
的
法
盤
と
し
て
寄
興
し
得
る
設
工

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
京
工
業
原
料
の
針
日
供
給
配
中
心
に
護
連
し
た
製
鍛
、
茨
蹴
部
門
だ
け
と
い
ふ
て
も
過
言
で
友
い
。
而

も
こ
の
製
州
開
業
が
製
鋼
業
民
着
手
し
て
か
ら
日
な
ほ
海
か
り
し
矯
め
、
愈
如
、
増
大
す
る
建
設
用
の
鋼
鱗
需
要
忙
腔
じ
得
宇
、
年
一
年

と
海
外
よ
り
の
帳
入
高
を
哨
加
し
、
右
表
忙
見
ら
る
t
A

如
〈
、
康
徳
三
年
の
三
千
九
百
時
間
か
ら
同
五
年
比
は
一
億
一
一
千
寓
図
と
激

廷
は
‘

掛
川
を
一
不
ず
に
至
っ
て
ゐ
る
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
俄
道
、
製
錦
、
電
気
、
岐
男
、
舶
焚
等
の
仲
明
礎
燃
料
と
し
て
建
設
の
進
捗
と
共
に

需
嬰
同
山
口
加
は
愈
を
速
度
を
加
へ
、
之
忙
針
し
出
炭
榊
加
の
速
度
は
、
聞
に
合
は
や
迭
に
周
知
の
石
炭
飢
餓
を
現
出
、
康
徳
七
年
頃
よ

り
石
決
蛾
入
の
靖
加
を
見
る
に
至
っ
た
と
と
は
既
に
述
べ
た
如
〈
で
あ
る
。
更
に
起
き
満
洲
経
済
の
多
占
植
民
地
的
形
成
の
故
に
、

自
立
的
主
L
A主
に
不
可
日
間
危
機
持
工
業
部
門
を
扶
知
せ
る
己
と
は
、
建
設
に
必
叫
な
陵
枕
設
備
の
殆
ど
を
針
外
輸
入
に
侠
た
ね
ば
な

己
れ
が
建
設
資
材
輸
入
の
大
宗
を
左
せ
る
と
と
は
又
岱
然
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
の
と
と
は
右
統
計
表
に
於
て
機
械
及

工
具
と
電
気
機
器
及
装
置
と
の
合
計
が
康
徳
四
年
に
八
千
三
百
高
岡
、
同
瓦
年
に
一
位
三
千
八
百
寓
印
、
更
に
之
に
車
欄
矧
を
加
へ

ら
中
、

れ
ば
夫
々
一
倍
二
千
八
百
町
内
国
及
び
二
位
一
千
八
百
寓
同
と
な
っ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
閣
防
的
重
工
業
建
設
の
危
大
左
右
諜
唖
に
針

L
、
そ
の
旺
接
的
北
弔
問
出
た
る
既
存
主
工
業
は
、
そ
の
非
開
叫
立
的
未
褒

遠
性
の
故
に
、
そ
れ
に
寄
民
し
机
付
与
力
に
著
し
き
と
限
界
を
有
し
、

己
L
K
建
設
資
材
の
封
外
輪
入
白
加
建
度
的
掛
川
加
を
刷
如
来
し
、

ζ

れ
が
日
本
よ
り
の
封
柿
投
資
増
加
の
京
大
な
る
原
因

E
左
ぜ
る
と
と
は
否
定
す
る
己
と
の
出
来
た
い
事
買
で
あ
る
。

買、関東長官官房調査課金浦工場名簿(昭和 8年 12月)....11晶ぽ品量産部商工課満
洲商工概喧93頁以下参照。




